
16

今回は牛群検定成績と遺伝的改良について、基本に立ち返り紹介したいと思います。良く牛群検定と後代検定
（種雄牛）は車の両輪と言われていますが、実際の酪農経営においても分けることの出来ないものです。本連載
では牛群検定成績の活用実践を飼養管理改善を中心に記していますが、今回は、農家の現場での飼養管理改善と
遺伝的改良の両者の関係や考え方を紹介したいと思います。

1　改善と改良

最近、乳量はもう十分なので改良は不要と
か、出荷基準をクリアしているので乳成分の
改良は不要といったような改良不要論を耳に
することがあります。これは国内平均等によ
る全体での結果論の議論でしかありません。
国内の酪農家個々に視点を落とせば、改良を
要さない酪農家などは存在しません。仮にそ
のように話す農家があったとしても思い込み
でしかないでしょう。牛群検定は一戸一戸の
酪農家のためのものですから、検定成績から
課題を見つけて、それを改善、改良すること
は今も昔も変わりません。「改善」と「改
良」という 2つの言葉は混同されることもあ
りますが、本来は、「改善」は技術的なものに使われ
る言葉（飼養管理改善など）で、「改良」は遺伝的な
ものに使われる言葉（遺伝的改良など）です。そし
て、この「改善」と「改良」は図 1に示したとおり車
の両輪です。どちらか一方のみでは、酪農は成立しま
せん。遺伝的改良は次世代のために行うものですか
ら、その成果が出てくるまで、最低でも 3 ～ 4年を
要する息の長いものです。成果が出るまでの間に行う
のが、飼養管理改善です。その間に、乳房炎の治療を
徹底するとか、搾乳器具のメンテナンスを行うとか、
飼料を再設計してみるといったような改善を行うわけ
です。すると、飼養管理改善の成果で高能力となった
牛群に、3 ～ 4年後には遺伝的改良の成果も加わり、
能力は更に超アップすることになります。改善が土台
となって改良が活きてくるし、逆に改良がなければ改

善の効果を台無しにもします。改善を要さない牛群は
存在しないので、改良不要論は成立しません。

2　ある農家の事例

図 2の農家を例に改善と改良を考えてみましょう。泌
乳能力である乳量乳成分をみれば、この農家の課題は
乳量が低いことにあるのは間違いないようです。乳量は
検定月でも年平均でも23kg台と低いものです。乳脂率
は夏場である7月に3.79％はかなり良好といえます。蛋
白質率も3.29％と高いとは言えないものの夏季であるこ
とを考えれば悪くはありません。無脂固形分率も同様で
す。MUNは少々低いという結果です。さて、この結果
から、課題は乳量ということになりますが、如何なもの
でしょうか？改善から考えていきたいと思います。

図１　技術的「改善」と遺伝的「改良」の関係
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3　乳量の改善

（1）体細胞数
乳量が低いことに対する技術的改善を考えてみまし
ょう。真っ先にあげるべきは体細胞数です。図 2に示
した通り本農家は恒常的に体細胞数が高く、乳房炎が
慢性的に常在化しています。当然ですが、乳房炎を発
症していれば、炎症のある乳房から搾る乳量は低下し
ます（図 3）。逆に言えば、本農家は体細胞数を改善
すれば、乳量は向上するということになります。体細
胞数は遺伝率が低いため、遺伝的改良は難しく、牛床
の清掃、搾乳方法の改善などの対策を行うことが効果
的です。
（2）搾乳日数
次に搾乳日数です。図 2では 7月の検定の際の搾乳
日数は226日と大きく長期化しています。搾乳日数に
は繁殖成績が大きく影響しており、受胎が遅いことか
ら、乳量の少ない泌乳後期の牛ばかり増えてしまって
いることを意味します。図 4は概念図です。本来、各

個体の概念である泌乳曲線ですが、牛一
頭ごとの搾乳日数と乳量でプロットする
とやはり泌乳曲線に回帰することが知ら
れています。この泌乳曲線上の平均搾乳
日数での乳量は実際に搾っている乳量に
合致します。226日などと乳量が下がっ
たところでなく、乳量がもっと高い160
日のところで搾れば乳量はアップしま
す。そのためには繁殖成績を向上させる
必要があります。
補足になりますが、平均搾乳日数は、
繁殖を乳量に変換できる希有な技術指数
ですので、覚えておくと便利なもので
す。

4　乳成分値と健康

乳成分値はバルク合乳として出荷基準をクリアする
ことが先決であることは言うまでもありません。その
意味で本農家はクリアしていますが、課題は本当にな
いのか検討してみます。
図 5は、初産と 2産以上に分けて、分娩後の泌乳ス
テージごとに検定成績をまとめたものです。すると、
分娩直後から泌乳ピーク期にかけて乳脂肪率、蛋白質
率が低い傾向にあることがわかります。
乳脂肪率と蛋白質率は、牛体の栄養状態と密接に関
係があります。特に蛋白質率は、濃厚飼料と関係が深
く、蛋白質率が低い場合は低栄養状態であると考えら
れています。泌乳ピーク期は、同時に繁殖において授
精適期になりますので、この時期の栄養不足は繁殖成
績の延長を招くことになります。飼養管理の改善とし
て、MUNも低いことから蛋白飼料そのものが足りな
いこと、デンプン質（エネルギー）も含めて濃厚飼料
の増強が必要と考えられます（図 6）。これは課題で

図2　農家事例（検定成績表　移動13カ月成績）

図3　乳房炎（体細胞数）による乳量の減少

図4　搾乳日数による乳量の減少
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あった乳量の増量や繁殖改善にも必要なことです。
図 7は、都府県で用いられている帳票で、各牛の検

定成績を分娩後日数の順番で並べたものです。北海道
の方はWebシステムにより利用出来ます。泌乳ピーク
期の牛をみると、乳脂肪率は高低デコボコしていて、
蛋白質率は一般に低いことがわります。産褥期は食欲
が低下することもありますが、特にこの成績は夏季の
ものですから、暑熱による食欲低下や、フリーストー
ルであれば闘争による妨害、TMRの選び食いなど、
様々な改善を必要とします。乳脂肪率は 5％を超える
ような場合は削痩が考えられ、ケトーシスの危険性が
知られています。乳脂肪率が低い場合は粗飼料不足と
なっていることもあります。

5　謎解き

本稿の当初、この農家の課題は乳量
としましたが、乳成分値も問題がらみ
であることをご理解頂けたでしょう
か？この乳成分の問題は乳量の改善、
改良にも影響します。この農家は、前
項で示したとおり、搾乳日数が延長し
ており、泌乳後期の牛が多くなってい
ます。乳成分値は一般に泌乳後期にな
ると向上するので、泌乳後期の牛が沢
山いれば、バルク合乳として乳成分値
が高くなっているわけです。従って、
この農家が乳量に注目して、繁殖が改
善し、搾乳日数が改善してゆき本来の
160日に近づけば、乳成分値は徐々に

図6　MUNと乳蛋白質率による給与飼料の診断

図5　農家事例　検定成績　検定日乳量階層

図7　農家事例　検定成績　個体検定日成績
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低下すると考えられます。この農家は、“隠れ”低乳
成分だったわけです。

6　遺伝的改良

図 8は本農家の改良情報です。改良情報は遺伝的改
良に欠かせないもので、自分の牛群の特徴を知ること
ができます。EBV（推定育種価）は遺伝的な能力を
示し、EPA（推定生産能力）はEBVに環境（飼養管
理等）の影響を加えた実能力に近いものです。
本農家の課題とした乳量ではEBV+176であり、全
国と比較しても決して低いものではありません。しか
し、飼養管理技術が伴わずEPAでは+126と、全国や
所属する組合と比較しても低い結果となっています
（図 9）。これは、前述したとおり低乳量の主な要因
が、体細胞数（乳房炎）、搾乳日数（繁殖）、濃厚飼料
不足といった飼養管理面に多く、遺伝の力を活かせて
いないことを意味します。反面、隠れ低乳成分だった
乳脂肪率では、遺伝的にEBV－0.04と全国比較でも低
く、更にEPAも低いという結果です。これは蛋白質
率、無脂固形分率でも同様の結果です。
この農家の遺伝的改良として種雄牛を選ぶときは、
乳量よりも乳成分を改良する種雄牛が必要であること
になります。ただし、乳量も高いというほどのEBV
ではないので、乳量もある程度高いものを選ぶ必要が
あります。

図9　農家事例　EBVとEPA

図8　農家事例　牛群改良情報

7　さいごに

当初の課題と、最終的な遺伝改良が逆転するという
皮肉な結果となってしまいました。ここで注意すべき
は、この逆転を察知できたのは牛群検定の実施にある
という点です。牛群検定を実施していなければ、乳量
の改良に邁進してしまい、数年後の次世代牛群では低
乳成分となり、冒頭の図 1にあげたような車の両輪に
はなり得ないことと推察できます。
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